
業務の効率化や新サービスの開始時においてDXを活用することは、日本でも一般化しています。
一方で、DXを活用したくても現実問題として人材や資金の面で課題が残り、
活用を諦める企業も数多く存在しています。

DXの人材・
原資確保のための
BPOサービス活用

BPO活用イメージ

DXのための資金や人材を確保する手段の一つに、BPO
を活用する方法があります。BPOは現在国内で行って
いるさまざまな業務を、より低コストな地域（オフショ
アなど）に移管することで、人件費を大幅に圧縮させる
手法です。
これにより、圧縮した人件費をDXの投資に回すことが
可能となります。
また、必要なDX人材についても、DXケイパビリティを
併せ持つBPOベンダーから“借りる”ことで、ハイスキル
人材の育成にかかる手間と時間を省くことも可能です。

BPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）による
DX原資の捻出とDX人材の調達 �

コスト
圧縮

DX投資

現在の人件費
BPO後の人件費

DX人材導入資源

1人あたりの年間人件費

@600万円
オフショア(ベトナム)

1人あたりの年間人件費

　@240万円 （▲360万円）

10名分の業務を
オフショアに切り替えると、

年間3,600万円の
コストセービングが可能



お客様の
経営課題

最新
テクノロジーの

武装

DX人材の
確保

労働力の
安定確保と
人件費の制御

事業継続
リスクの排除

ＦＰＴのDigital BPO サービスの特長

ＦＰＴはITやDXに強みを持ち、その強みを生かしたBPOサービスを提供しています。それは単にお客様の業務を
安価に引き受けるものではなく、お客様が抱えるさまざまな経営課題・業務課題に対峙し、解決するためのソリュー
ションです。

ＦＰＴのDigital BPO サービスは、お客様のビジネスのデジタル化・DX化を実現する「データプロセスサービス」、
「機械学習支援サービス」、「デジタル制作サービス」、また、デジタルを活用してお客様のビジネスをより強化・高度
化する「AI分析・予測サービス」、「バックオフィスサービス」、「コンタクトセンターサービス」で構成され、業界を跨
いでお客様の幅広いニーズや課題にお応えしています。

ＦＰＴソフトウェアが提供する“Digital BPO サービス”とは �

Digital BPO サービスの多彩なサービスメニュー �

国内・海外の最適なロケーションの選択

データアナリティクスを応用した
お客様のビジネスへの貢献

業務品質・生産性の見える化と、
持続的なプロセス改善を促すメカニズム

お客様のニーズに応える多彩なBPOサービスメニュー

自社で開発したRPA等の徹底活用による
業務効率化の追求

お客様のビジネスを“実現” お客様のビジネスを“強化”
AI分析・予測サービス

バックオフィスサービス

コンタクトセンターサービス

データプロセスサービス

機械学習支援サービス

デジタル制作サービス

●OCR処理
●データ入力
●データ分類

●データ分析
●データ集計
●データ抽出

●データ調査 ●需要予測
●出荷計画
●販促計画

●人事
●経理
●総務

●ヘルプデスク
●FAQ整備

●在庫適正化
●JIT
●売上・返品予測

●財務
●購買
●営業支援

●マルチ言語対応
●チャットボット

●チェック・
   検査最適化

●デジマ/
  ソーシャル

●アノテーション
●セグメンテーション
●機械学習評価

●データ分類
●データ収集

●CG制作
●VR/AR制作(3D, メタバース)
●DTP制作
●画像加工

●動画制作
●電子教科書制作
●UI/UX/HTML制作

業務効率化
生産性向上
企業価値向上



Digital BPO サービスの主要拠点で
あるダナンセンターは2005年に開設
されました。ダナンセンターにはおよそ
5,500名（2023年4月現在）の正社員
が在籍しており、日系企業のお客様や
ベトナム国内のお客様を中心に、ITサー
ビスとBPOサービスを提供しています。

ＦＰＴはベトナムを中心に、BPOサービス
センターを国内外に開設しており、お客
様のニーズに合わせて最適なロケーショ
ンからサービスを提供しています。また、
ベトナム国内で「ＦＰＴ大学」を経営して
おり、日本語学科の卒業生を中心に、潤
沢な日本語人材をBPOサービスに活用
できる仕組みが整っています。

低コス卜なロケーション

多言語対応

サービス時間

災害・政治変動への対応

世界各国に展開しているオフショアセンター
の中から、高スキルな人材かつコストメリット
を得られる拠点を選択

日本語、英語、中国語、タイ語、インドネシア語
などの言語に対応

24時間365日サポート
※お客様のご要望に応じて対応

為替変動やインフレリスク、災害・事故・政治変
動等についても柔軟な対応が可能（BCP*対応）
＊Business Continuity Plan（事業継続計画）

ベトナム
ダナン 1,450（160）名
クイニョン 260（5）名
カントー 100（4）名
その他 230（22）名
日本
沖縄 10（10）名

■ デジタルプロセッシングサービス拠点

■ BPOオペレータ数 （　）は日本語人材数

2023年4月現在

Asia

BPOサービスセンター

ジャカルタ

ホーチミンカントー セブ

沖縄

名古屋

仙台

札幌

ヤンゴン

ハノイ

ダナン
クイニョン

BPOグローバルサービス拠点 �

Europe
スロバキア

¥

ダナン

クイニョン

ハノイ

ホーチミン
カントー

ダナンセンター
<F-Complex>

ダナンセンター
<Massda>

ベトナム  ダナン(Da Nang)センター �



ＦＰＴ

https://special.nikkeibp.co.jp/
atclh/NXT/22/fptjapan_10/

事例 �

主要なお客様（一例）  �

データプロセスサービス
お客様 自動車販売会社様

サービス内容 自動車ローン契約書のシステム登録

サービス拠点 ベトナム(ダナン)

作業ボリューム およそ40,000件/月

業務の特徴

●手書き契約書(日本語)の読み取り、不備確認、システム登録　●入力システムの
設計・開発・運用も含めてＦＰＴで実施　●ご契約者様の個人情報をオフショアで
取扱わないよう、画像分割を実施　●フォーマットの種類：30以上　契約書1枚あ
たりの項目数：約70

成果 全体で30%以上のコスト削減

バックオフィスサービス
お客様 食品卸売会社様

サービス内容 経理サービス（買掛金照合業務）

サービス拠点 ベトナム(ダナン)

業務の特徴
●取引先アカウント：4,000社以上　●業務をベトナムに移管後、10種類の自動
化ツールを開発　数値の目視比較から、データでの自動比較に処理を切替　●進捗
管理ツールを導入し、作業の進捗、抜け漏れ、正確性、生産性を全てツール上で管理

成果 ●作業工数が60%減少　●作業精度が向上(処理の正確率 99.9%以上)

機械学習支援サービス (アノテーション)
お客様 自動車メーカー様

サービス内容 車載カメラの映像をもとに自動運転に繋げるため、歩行者・車両・標識・信号・車線
などの画像を収集・タグ付け

サービス拠点 ベトナム(ダナン)

業務の特徴
●短い期間で大量の作業が必要なため、人材の調達・育成をスピーディに実施　●日本の
ほか、カナダ、アメリカ、ヨーロッパを対象　●頻繁に発生したアノテーションルール変
更に柔軟に対応　●取扱うデータのサイズが非常に大きいため、大容量の通信回線を利用

デジタル制作サービス
お客様 旅行代理店様、出版会社様　ほか

サービス内容

●DTP・電子書籍：カタログ、チラシ、パンフレット、カレンダー、POP等の販促物や
マルチデバイスに対応したスマートebook、EPUB、電子教科書など　●CG・動画・
HTML：Illustrator形式でのCG作成、HTML5動画制作、画像加工、HTML制作(PC/スマ
ホ/タブレット)など　●VR・メタバース：360°バーチャルツアー、バーチャルショップ、
3Dデザイン、バーチャルイベント、WebAR、VRトレーニング、VRモデルルームなど

サービス拠点 ベトナム、日本（沖縄）

機械学習支援サービス (セグメンテーション)
お客様 通信機器製造会社様

サービス内容 通信設備の錆の進行度合を自動判定させるAIを開発するため、約3,000の通信設
備の画像から錆を検出し、その進行状態に沿って色分け

サービス拠点 ベトナム(ダナン)

処理の流れ

自動化イメージ

処理の流れ

ファイル転送

HTTP

ファイル転送ファイル
サーバ

お客様

画像受信サーバ

エントリサーバ専用作業ルーム

エントリ

エントリ

暗号化
画像情報

画像
情報

サービス例

サービス例

画像データ分割暗号化
入力済データ結合

作業仕分けデータエントリ
ベリファイ

不備対応（校正）
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PDF
PDF

xlsx

PDF PDF

【INPUT】
【INPUT】

【印刷物】

【成果物】
Tool

【Before】
印刷物の目視比較

【After】
Toolによる自動比較＆
データ転記実施
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